




















































































みに初年度の初級登録者は、中国語三四、韓国語三〇、インドネシア語二八、スペイン語二五、ヒンディー四、そして前述のごとくアラビア語三となり、この年は、全員第一希望の言語に登録された。学科スタートの年でもあり、新入生へのお祝い 意味もこめて第一希望言語への登録を優先させた結果 あった。翌二〇一三年度は、第一希望として選択された言語が比較的うまく分散した め この年も全員第一希望の言語に登録された。　
しかし二〇一四年度と二〇一五年度


























































































































点について指摘するとすれば、それは、表 は示さなかったが、二〇一五年度のアンケートで八名中五名がアラビア語のイメージとして「難しそう」と答えた点であろう。どの言語にも言語独特の難しさが るわけだが、これまでの履修生に聞いてみてもこの「難しい」という言葉が ラビア語にて語る時の最も適切なキーワードとなっ 彼らの間に定着していることが感じとれる。適切なプログラムとは、難しさを理由に学生の学習意欲を低下、喪失 せるのではなく、それ 克服する喜びにつなげるプログラムでなければならないということ ある。では多文化コミュニケーション学科のアラビア語の授業は、具体的にどのようなプログラムに基づいて運営されるべきであろうか。　
アラビア語は、他の地域言語に比べ
導入のための授業に多くの時間を
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ESSAY Nature  Watch ing
る。昨年、兵庫県で野外バーベキューの炭火の不適切な処理から大規模な火災が起こっているが、火には細心の注意を払ってもらいたいものである。かつて我が国の山火事の原因は大半がタバコ 火の不始末であろうと云われていた。紙巻タバコの火の温度は枯草 発火点より高い。データにあた たわけではないが、山火事は筆者の幼少時に比べて減少しているように思われる。当 と今で違うのは禁煙思想の普及と喫煙者 マナー向上への啓蒙が行なわれていることである。しかしと言おうか、だからと言うべきか、写真
12のようなものも見かけた。タ

















ESSAY Nature  Watch ing
て置けない。 日本の陸水系で北米より持ち込まれたブラックバス類やブルーギルにより在来魚などが捕食され、 また北状態ではあり得ないことであるが、人為による田沢湖の生息環境破壊 種として絶滅するところを救ったことになるの
大西洋の東岸では五〇年前にロシア海域に放流された太平洋産のタラバガニが分布を広げ在来生物に危機をもたらしていると云う。 前者はスポーツフ ィッシングのために、 後者は漁業目的で、 何れも意図的に放流された結果である。自
 
然を破壊して人類の文明が成り立ってきた以上、今更とは思う
が、それでも今日まで保 れてきた生態系は維持したい のである。数年前、絶滅していた筈のクニマスが生きていることがわかり、明るい ュースとなった。本来の生息域の田沢湖 前世期前半に人による自然破壊 犠牲となって絶滅し、地球上から姿を消したで、それは多としたい。十和田湖にヒメマスを放流し、それによってかつて東北地方の飢饉の緩和に貢献した人の話（「十和田のヒメマス」）を小学校の教科書で読んだ時は美談だと思っ 。しかし、西湖のクニ も十和田湖のヒメマスも国内由来 外来種（ヒメマス 種してはベニザケと同種。後者の陸封型）である。両種とも生態系保全が今日ほど意識されていない時代に善意によって移入されたものである。南 諸島ではハブ対策として外来種たるマングースが放たれたが、所期の目的（ハブ退治）は果たされず、マングースによ 在来動物（含む希少種）の捕食が問題となっている。その発案者が某大学の動物学教授だったと聞くと、開いた口 ふさがらない。今日のその害の大なるを見ると、善意よりも愚かさ、そして罪が感じられる。　
外来種の問題、さらには生態系を保全
することを人々が意識しなかっ 時代のことならいざ知らず、これだけ生態系が
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表現するかという問題は、近年で 起こっている。長崎の被爆五〇周 記念事業碑とし 作られた母子像（写真
4）
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ある。　
悲しみを表す子どもの銅像は、設置に













台座には、「母と子の愛の絆を、この〝きみちゃん像〟に託して、今、みなさまの幸せを願ってやみません」と記されている。一九八九年 商店街がきみ 銅像を建て と、足元に一八円が置かれた。それがきっかけとなり、商店街はみの足元に募金箱を設置し、募金はユニセフに寄付され そして 夏に
共に函館へ渡り、留寿都村の平民農場へ入植した。平民農場は、キリスト教を基盤とする社会主義思想結社である平民社が経営した農場であった。幸徳秋水らは、日露戦争開戦直前の一九〇三（明治三六）年、『平民新聞』を創刊し、「平民主義」「社会主義」「平和 」を唱えた。官憲の取り締まりが厳しくなると、一九〇四年、平民社は開拓地の北海道にユートピアを求め 真狩村ノボリエンコロ地区（現、留寿都村）に入植拠点を築いた。この時、きみの義父（養子縁組）である佐野安吉らが最初に入植したと言われてい 。一八九七（明治三十）年、開墾あるいは植樹 成功した場合は無償で土地を付与するという「北海道国有未開地処分法」が施行され、北海道に大農場建設ラッシュが起こった　
かよは、一九〇五年に平民農場に入植
















ては疑問の声が出ている。岩崎きみは実在したが、「赤い靴をはいていた女の子」のモデルであったか否かははっきりしていない。岩崎きみが「赤い靴」のモデルであるとし のは、一九七八年に北海道テレビが制作 ドキュメンタリー番組であった。この番組は全国でも放送され、北海道テレビの記者であった菊池寛氏が著した『赤い靴は てた女 子』は赤い靴児童文化大賞特別賞を受賞た。　
この番組の問題点とされるのは、ヒュ

















前 川 輝 光
「ご自由にどうぞ」
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振り返ってみると、これまでインド



































































































































































イを実施した。 学生たちにとって、 フ ィリピン滞在の中で最も心に残る体験の一 つになったようだ （写真
13） 。





最終日には「日本・フィリピンの若者文化の紹介」「フィールドワークの結果」について発表会を実施した。両国の若者文化 の発表では、互いの文化にであったと参加学生は振り返っている。 家の中にはパソコン、 テレビ、 カラオケ、 携帯電話などが り、 家の 「外観」 と 「内観」 とのギャップ 驚いていた。　
ホストファミリーや近所の人々は暖か


























































































































































































































voice of the student voice of the student
行するあたり、とても重要で、ホテル業務や旅行業務 は覚えておく必要であることが理解できた。また、ホテルへの予約を申し込む際、氏名や性別、国籍、年齢などについて誤った情報を入力してはならないということを改めて感じた。また、ガイド業務の手伝いでは お客様の到着時間などをしっかり把握しておくこと 観光地に関する知識を正確にもっていることが大切であると感じた。（宮口香奈子）要望に合わせた情報を入力する。 これを三人一組で取り組んだ しかし、 三人一緒にいてもかなり不安があり、 模擬予約ということは分かっていても緊張した。 なぜなら、 この情報を打ち間違えれば 楽しみにしていたお客様の旅行を台無しにしかね いか である。 この業務で 、強いプレッシャーを感じ、 仕事の大変さを実際に体験できた。 また、 同時 やりがいのある仕事だとも思った。 初めて というものを経験し、責任 きと楽しさの両方を学ぶことができた。
（西村麻衣）










業務、 具体的にはホテルの手配や空港までの送迎、 また現地でのガイドの仕方などの業務を通して、 さまざまなことを学んだ。 まずホテルの予約手配では、エージ ェントランゲージを全て覚えてい いと円滑に進めることができず、 当然ではあるが、 契













voice of the student voice of the student
もし英語ができなかったとしても、 必死に勉強をすれば結果 ついてくるというこ を教えてもらった。 当然日本と海外とでは言語、 文化、 習慣などが大きく異なる。 そうしたなかで、 必要以上に母国と海外を比較しこと、 異文化に自分を適応させることが重要 あるとわかった。 海外のみではないが、 働く上でコミュニケーションを上手く取れるかどうかが大きな鍵を握るので、 コミュ ニケーション能力を高めなければならないとも考えた。（北澤沙弥香）詳しいと言ってもいいくらいであった。今回、初めて海外の高校生と話してみて、もしまた今回のような機会があってもいいように、日本のアニメやそれ以外の日本文化についてもっと知っておくべきであると考えた。高校生が教えてく るアニメを、私 「知らな 」というたびに、悲しそうな表情をし 高校生たちの顔が忘れられない。知識を持つことは、コミュニケーション能力の向上にもつながることがよく理解できた。（小倉風野）














































voice of the student
性が高いからである。 現地の子供たち自身もゲ イであることを肯定的に捉え、 差別的な目で見るような子は見受けられなか った。供たちがのびのびと育ち、個々の可能性を広げる為にはまずは自己肯定、 自信を持つことが必要で、 そためには大人が子どもの個性を大事にしてあげる事が 一 番 切であると改めて理解した。 肌の色や性別が、 宗教 、 色々な個性 認められる教育環境は改てすば しいと感じ し、日本社会もも っと見習っ方がよいと考えた。（當銘菜津希）




「クラスの 一 定の割合がゲイですよ」 という先生の言葉を聞いて私はカルチャーショックを受けた。 なぜなら、 私自身はゲイの人たちに対して偏見はないが、 日本の教育現場でそのような言葉は出てこない可能
　
プーケット島の高校生
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